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■

三
田
學
鑫
誌
.
第
四
ナ
八
卷
第
一
號 

印
南
博
吉
著.r

保
險
經
濟」

'

■*
'.
.

-

「

ヴ
3
ル
ネ
ル
氏
保
險
總
論」

.の
譯
者
で
あ
り
、

「

保
險
經
營
經
濟
.
 

學」

、「

ゴ
ッ
ビ
氏
保
險
理
論
の
硏
究」

、「

生
命
保
.險
論
：

」

お
ょ
び「

保
險
.
 

論」

の
著
卷
で
.あ
，る
印
南
敎
授
が
、「

保
險
經
濟」

初

版(

昭
和
二
十
五 

年
一
月
十
五
H)

：
に
大
幅
な
加
.筆
訂
正
を
施
さ
れ
て
、
こ
と
に
改
訂
版
と 

し
.て
新
.た
に
發
行
せ
ら
れ
た
本
書
は
：、
.そ
の
胃
頭
に
お
.い
て
、
.
從
來
の
法 

■律
的
な
保
險
の
定
義
に
反
對
し
て
、r

保
險
は
單
な
る
契
約
で
は
な
く
、

一
種
の
：經
濟
施
設
で
あ
る」
+Q1

頁)

と
述
べ
、
本
書
は
.「

經
濟
的
な
立 

場
か
ら」

(

序
ニ
頁)

、「

經
濟
學
的
な
見
地
に
立
脚
し
て」

(

序
三
頁)

保 

險
學
を
建
設
せ
ん
と
す
る
も
の
と
し
、
保
險
經
濟
學
の
立
場
を
鮮
明
に
示 

す
と
.共
に
、

「

保
險
は
損
害
の
場
合
だ
げ
を
對
象
と
し
て
成
立
，す
る
も
の 

■で
は
な
く」

(in

頁)

、
そ
し
て「

保
險
全
體
を
對
象
と
し
て」

(

序
三
頁)

.

と
、
い
わ

ゆ

る
保
險
の
こ
元
論
的
解
釋
を
明
瞭
に
否
.定
し
盡
し
て
い
る
と 

と
は
、
ま
づ
本
書
を
研
究
す
る
に
.當
つ
て
深
く
留
意
す
べ
き
と
.こ
ろ
-で
.あ 

る
。

.:
 

.

 
,

 

...
 

/ 

■

っ
と
に
印
南
敎
授
は
、
保
險
入
用
充
足
歌.

(
B
e
d
a
r
f
s
d
e
c
k
u
n
g
s
t
h

丨 

e
o
r
i
e
)

の
紹
介
•主
唱
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
本
書
に
お
い
て
も
こ 

の
說
を
主
張
さ
れ
、
主
と
し
て「

第
一
章
保
險
の
意
義」

Q
了
一 

七 

頁)

、.「

第
三
韋
.保
險
の
效
用
'

」
(

三
五—

五
五
頁)

お
ょ
び「

第
七
章
'
 

保
險
の
個
別
經
濟
的
把
握」

(

一：
一
三—

一
三
七
頁)

の
諸
章
に
お
い
て
、
 

入
用
充
足
、
入

用(

o
e
r 

W
R
a
r
f
)
、

充

足(
D
i
e

 p
e
c
k
i
n
g
)

の
意 

味
あ
る
い
は
意
義
を
說
明
し
な
が
ら
、
し
か
も
全
篇
を
こ
の
說
で
貫
い
て
、
 

こ
こ
に
保
險
入
用
充
足
說
を
確
立
.せ
ら
れ
た
觀
が
あ
る
。

ま
ず
從
來
の
損
害
分
擔
說
は
、「

保
險
を
統
J
的
に
定
義
し
な
い」

(.一 

i

五
頁)

ニ
ー
兀
說
で
あ
っ
て
、「

科
學
的
見
她
か
；ら
み
.て
安
當
で
.な
く」

(
一 

1,

五
頁)

、
こ
れ
に
代
る
も
の
上
し
て
、
'現
世
紀
の
初
頭
以
來
ド
イ
ツ
を

七

四

.(

七
.四)

.

.中
心
と
し
て
最
も
有
力
と
な
つ
た
入
用
充
足
說
は
、
ゥ
，リ
ッ
セ
.
ゴ
ッ
ビ
、
 

(
u
l
y
s
s
e

 :
G
o
b
b
i
)

を
創
唱
者
と
し
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド-

マ
I
ネ
ス 

(
A
l
f
r
e
d
g
a
n
e
s
)

を
完
成
者
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
入
用
と
は 

r

定
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
耍
す
る
物
的
手
段
を
手
に
入
れ
よ
ぅ
と 

.す
る
耍
求」

(

五
頁)

で
、
.

「

經
濟
體
が
正
常
に
存
續
す
る
に
は
、
經
濟
體 

.
の
關
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
.入
用
と
そ
の
充
足
と
の
間
に
、
持
續
的
な
調
和
が 

保
た
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る」

入
三
五
K)

と
述
べ
、「

豫
想
偶
然
事
實
と. 

豫
定
入
用
と
の
間
に
‘は
、
.客
觀
的
に
第
三
者
が
納
得
す
る
よ
ぅ
な
因
果
關 

係
が
存
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
廣
義
に
お
け
る
被
保
險
利 

益」
(

六
頁)

で
あ
'り
、
こ
の
關
係
が
缺
如
す
る
と
き
は
保
險
と
賭
博
と
の
區 

別
が
不
可
能
で
.あ
る
と
主
張
し
、
志
田
鉀
太
郞
博
士
の
.說
を
引
用
し
て
、

' .T

保
險
と
は
、
偶
然
性
を
有
す
る
特
定
の
事
實
を
豫
想
し
、
こ
れ
，に
よ
っ 

.
V

ひ
き
起
さ
れ
る
ベ
.き
入
用
を
豫
定
す
る
多
數
の
經
濟
體
が
結
合
し
、
.豫 

想
事
實
が
發
生
し
た
際
に
そ
の
豫
定
し
た
入
用
を
充
足
す
る
た
め
、
偶
然 

率
と
入
用
額
に
準
じ
て
、
各
自
が
公
卒
な
負
織
に
任
ず
る
經
濟
施
設
で
あ 

.
る」

.(

三
頁)

と
す
る
。

'
 

.

.

.

•

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
保
險
は
特
定
の
偶
然
入
用
に
し
て
、
大
數
の
法
則
に 

.«
£
り
發
生
の
確
率
が
確
か
.め
ら
れ
る
偶
然
事
實
に
っ
い
て
の
み
成
立
し
え 

.る

「

貨
幣
準
備
の
合
理
化
さ
れ
た
形
態」

(

三
八
頁)

で
あ
っ
て
、
こ
の
點 

で
不
特
定
な
偶
然
入
用
に
對
す
る
貨
幣
準
備
と
し
て
の
貯
蓄
と
は
相
異
す 

'る

0〕

，

っ
ま
り
こ
れ
は「

貨
幣
操
作
の
特
殊
な
技
術
を
中
心
と
す
る
經
濟
施 

設」

：
£.
七
頁)

に
し
て
、
，そ
の
貨
幣
操
作(

保
險
數
理)

■、と
.は
、「

偶
然
率 

と
豫
定
入
用
額
に
準
じ
て
算
定
さ
れ
た
保
險
料
を
多
く
の
加
入
者
か
ら
收 

.受
し
、
そ
の
集
積
に
'基
く
保
險
資
產
を
運
用
し
、
偶
然
事
實
の
實
現
し
た 

加
入
者
に
保
險
金
を
給
付
す
'る
こ
と」

(

2£
七
頁)

で
あ
り
、
こ
の
事
業
を 

營
'む
事
業
主
體
が
保
驗
者
で
、
加
入
者
は
そ
の
事
業
客
體
で
あ
る
と
說
明 

し
て
い
る
0

.

次
'に
本
書
は
、現
代
の
龆
濟
社
會
に
存
在
す
る
數
多
の
保
險
を
、豫
定
入

用
に
よ
っ
て
分
類
し
、
定
額
保
險
と
は「

偶
然
事
實
が
實
現
し
た
場
合
に
、、
 

契
約
上
あ
ら
か
じ
め
足
め
ら
れ
.て
い
る
保
險
金
領
通
り
を
保
險
金
と
し
て 

支
拂
い
、
現
實
の
入
用
額
い
か
ん
を
問
わ
な
い
保
險」

(

二
.四
頁)

、
損
害 

保
險
と
は「

偶
然
事
贲
の
實
現
に
よ
る
損
害
を
限
度
と
し
、
か
っ
こ
れ
を
.

標 

準
と
し
て
保
險
金
を
獰
定
す
る
保
險」

(

ニ
‘四
丨
ニ
五
頁)

と
し
、
ま
た
別 

の
分
類
で
は「

特
定
の
偶
然
事
實
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
.れ
る
.へ
き
あ
る
入 

用
を
豫
定
し
て」

.
'

(

ニ
六
頁)

、
，本
人
の
.自
由
意
思
に
保
險
加
入
が
.任
せ
ら 

れ
る
の
が
任
意
保
險
で
、
國
家
、
公
共
團
體
：かI.

定
範
圍
の
人
々
に
對
し 

て
保
險
如
入
.を
.强
制
す
る
場
合
が
强
制
保
險
で
あ
る
と
論
じ
、
.社
#
保
險 

を
そ
の
後
者
の
一
種
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に「

全
然
新
し
ー
い
造
語」 

(

三
一
買〕

で
あ
る
利
殖
保
險
と
リ
ス
ク
保
險
な
る
分
類
を
揭
げ
、
前
者
は 

'
公
，平
な
負
擔
で
あ
る
保
險
料
の
箅
定
に
あ
た
っ
て
、
.「

入
用
.の
充
足
の
ほ 

か
に
貯
菩
性
.を
加
ぇ
，る」

_ (

三.1

頁)

も
の
、
後
者
は
純
保
險
料
の
算
定
に
'. 

對
し
て
利
子
■の
th
尊
を
加
.え
な
.い
も
の
で
，あ
る
と
.す
.る
。
上
述
の
ご
と
_
 

く
へ
.か
く
し
て
印
南
敎
授
は
入
用
恋
足
.を
保
險
の
本
質
と
認
め
、
こ
れ
を
.
 

も
っ
て
保
險
の
意
義
、.
分
類
、
软
用
、

經
營
等
の
保
險
全
.般
の
學
理
體
系
.
 

を
.展
開
し
た
の
で
あ
っ
て
、
實
に
本
書
最
大
の
特
色
は
、
入
用
充
足
說
.に 

基
づ
く
保
險
總
論
た
石
と
と
ろ
に
存
す
る
。

_

本
書
は
、「

第一

部
解
說
篇J

 (

全
六
章)

(

ニ
1

7

一
 
：〇
頁)

と
.、「

第
-: 

.部
論
說
篇」

(

全
八
章)

(.一

一
三
丄一

九
一
頁)

と
よ
り
成
る
。
第
一
部
.
 

は
保
險
事
業
の
經
營
に
關
す
る
硏
究
^
主
カ
が
注
が
れ
て
い
る
。
こ
.の
場 

合

「

保
險
と
景
氣」

.の
章(

.九
三—

ニ 

0
頁)

:
に
お
い
て
、

-n
保
險
に 

，對
す
る
景
氣
の
.影
響」

.，

(

九
三—

一
_〇
ニ
頁
}
と

'
.「

景
氣
に
對
.す
る
保
險
の
パ 

影
響
'—(

ー
〇
ー
l
r 一.
o
六
頁)

の
兩
面
が
合
せ
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
パ
 

保
險
經
濟
學
と
し
て
妥
當
に
し
て
有
意
義
で
あ
る
。

第
二
部
は
、
ま
ず
保
險
本
質
を
規
定
す
る
學
說
の
解
明
に
始
ま
る
。
印 

南
敎
授
は
從
來
.の
保
險
學
說
をT

保
險
の
姆
別
經
濟
的
把
握
.

J
.
O

一；
三
丨 

ニ
1
!七
'5
と
.

「

保
險
の
社
會
經
濟
的
把
握」

：(
一

三
九
丨
一
五
O
頁)

に

'

.
嘗
評
及
び
，紹

介

.

分
け
、
.前
者
に
屬
す
る
も
の
を
損
害
分
擔
說
、
入
用
充
足
說
、
.經
濟
坐
活 

確
保
說
、
稼
得
確
保
說
、
賭
傅
說
と
し
、
後
者
は
保
險
基
金
說
、
蓄
積
原
理 

說
、
保
證
貯
藏
.說
、
相
互
.金
融
說
と
す
る
。
印
南
敎
授
は
こ
れ
ら
の
諸
說 

_

の
紹
介
と
そ
.の
批
判
史
を
述
べ
.な
が
ら
、
保
險
を
個
別
經
濟
的
に
把
握
す 

.
る
に
は
入
用
充
足
說
私
、.ま
‘た「

保
險
を
社
#
經
濟
的
に
把
握
す
る
た
め
の
.
 

.
經
濟
理
論
上
©，
槪
#
と
し
'て
、
私
は『

保
證
貯
蔵』

(
s
i
c
h
e
r
p
n
g
s
v
o
r
— 

■ ra
t
)
.

を
.選
ぶ
の
が
適
當
で
あ
る
と
思
ぅ」

2
.四
八
頁)

'と
す
.る
。

.

■ 

'
'
こ
の
.概
念
は
、
.、、コ
ッ
ト
_ル
.

(

^

v
o
n

 Gottl-ottlilienfeld)

.の
理
論 

一
に
起
原
す
る
も
の
.と
し
て
、

「

肸
藏
を
定
立
す
る
た
め
に
は
、
消
費
財
を 

目
先
の
入
用
に
充
て
な
い
で
.、
未
來
の
入
用
の
た
め
に
と
..っ
て
お
か
ね
ば 

な
ら
な
.い」

a

四
九
頁)

。

「

貯
蔵
を
保
持
す
る
こ
と
ほ
ど
、ハ
經
濟
の
本 

質
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
.い
る
も
の
は
無
い
.。
な
ぜ
な
ら
ば
'、
貯
藏
の
保 

持
は
も
つ
ば
ら
入
用
の
充
足
に
關
し
て
持
續
と
存
立
と
を
目
ざ
し
て
行
わ
'
 

れ
、
か
つ
そ
の
目
的
に
終
始
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
は
經
濟
の
精 

.
神
に
，ほ
か
：な
ら
な
い
か
ち
で
あ
る」

(
1
.

四
.九
頁)

。

「

貯

蔵

は

.典
型
的
な 

準
備
，

」
(

一
四
九
頁)

で
あ
り
、
經
濟
的
理
性
の
一
層
の
進
步
は
、.「

種
 々

の
貯
M-
が
損
傷
し
て
餘
分
の
入
用
の
不
意
の
發
IE
に
際
し
て
不
足
す
る
こ 

:

と
の
な
.い
ょ
ぅ
に」

(

一
五
〇
頁)

、
さ
ら
に
別
の
貯
蔵
を
設
け
て
こ
れ
を 

保
證
す
る
.ょ
5
.に
だ
>
0。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
保
證
貯
蔵
で
あ
っ
て
、
保
險 

は
こ
の
.保
證
貯
蔵
の
特
殊
な
：社
會
的
形
態
、
す
な
わ
ち「

貨
幣
準
備
を
大 

'
い
に
節
約
し
、
全
額
を
準
備
す
る
代
り
.
.に
、.
少
額
の
保
險
料
を
支
出
す
る 

だ
け
で
濟
む」

(

.一
五
一
一
頁)

，と
こ
ろ
の
保
證
貯
蔵
の
經
濟
化
さ
れ
た
も 

.■の

..と
す
る
'0
.
.
. 

-

第
二
：部

.

「

第
十
，一.章
保
險
の
禮
讃
と
批
判」

(
I

八
九—

一—*
一
 

三
頁) 

で
は
、
'モ
I

ブ
レ
ー(A

.

 

w
. IV

I
O
W
b
r
a
y
)
、

ギ
ル
バ
ー
ト
Q

,

>
.

 

s'l
b
e
l
r
t
)

や
ス
ラ
ナ
ガ
ン
<
P
, 

F
l
a
n
a
g
a
n
)

の
所
說
を
引
用
し
て
、
 

.保
險
の
資
本
主
義
的
性
格
や
、
'
 
保
險
事
業
の
利
潤
追
求
行
爲
と
そ
の
公
.共 

性
の
相
剋
に
っ
い
て
論
じ
、

「

第
十
二
章 

'組
合
保
險
の
問
題」

(

ニ
ー 

五

•
 

七
五

'.(

七
五)



七

六

(

七
六)

.

H

田
學
' #

雑
：

j
i
、

第
吗
十
八
卷
■
第
一
.號

'

;

•

丨
1
1

四
H

«)

./
で
は
、
:「

現
在
保
險
.裏
業
を
巡
つ
て
少
か
ら
ず
關
心
の
的
- 

と
た
つ 

て
い
.
る」

•(

序

「

頁)

こ
の
^

柄
を
取
土
げ
、
第
十
.
三
章
、
第
十
四 

軍
で
.
.は
社
會
保
險
と
社
會
保
障
'の
問
，題

に

論

及

ル

て

魍

濟

學

的

考

察

を

進

.
 

め
.
、：保
險
の
發
達
史
お
よ
.び
.發
達
豫
，測

に

觸

れ

な

が

ら

、
^
合

保

險

と

營 

業
保
險
の
共
榮
は
可
能
で
あ
る
と
し
、■

「

保
險
の
資
本
主
義
的
な
性
格
の
. 

•
變

化

は

、

肺
會
保
險
の
出
現
に
よ
つ
：，
て

.17K
さ
れ
る」

0

一
 

五
七
.頁)

.。

.「

社 

會
保
險
こ
そ
は
：
...
:
資
本
主
義
そ
.
の
も
の
の
矛
盾
に
®

ざ
し
た
存
在

」
(

ニ 

，
五
七
頁)

：で
あ
る
と
し
、
き
‘ら
に
.社
會
保
障
は「

保
險
の
進
化
に
お
.
け
る

1

.

 

つ
の
.止
揚
的
な
形
.態」

.

(

.
ニ
九
ー
頁)

と
す
，* ^
:

と
ま
れ
本
書
は
、
印
南
敎
. 

授Q.

入
用
充
足
説
に
よ，<3

保
險
.經
濟
學
の
著
書
と
ム
て
法
目
に
値
す
る
勞 

作
で
、
.
こ
こ
に
.訂
正
加
筆
の
新
版
を
得
た
こ
と
は
.學
界
の
た
め
に
慶
賀
に 

た
え
な
い
。
.(

A

5
版

.ニ
九
：九
貢
、
，昭
和
二
十
九
年
ニ
.月
六
日
、
白
桃

書
房
、
，
四
三
〇
圓
、
.
著
者
明
治
大
學
教
授)
.

.

(

庭
田
：
範
秋)

;
_

.

. 

. 

'

'■
■
. 

. 

■

市
村
眞
i

.

r

經
濟
循
環
め
構
造」

.

一
.

,

,ヒ
ッ
ク
ス
の
y

シ
: x

ル
.
フ
レ
ィ
ム
ヮ
し
ク
が
經
濟
學
.の
新
し
い
入
§: 

書
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
前
に
登
場
し
た
.の
は
ー
九
四
六
年
で
.あ
り
、
そ
の
.
 

後
ま
も
な
く
ア
メ 
P

力
版
が
如
版
さ
れ
た
。
同
書
.の
新
販
は
社
會
々
計
論 

に
關
す
る
豐
富
な
內
容
を
盛
，合
わ
せ
て
一
九
五
一
一
年
に
發
行
さ
れ
た
の
■

で
.
 

あ
る
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
そ
の
日
本
版
と
も
い
ぅ
べ
.き
、
し
か
.も
さ
ら
.
 

に
內
容
の
豐
富
な
本
書
が
.公
刊
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

.

••
.

職
後
わ
れ
わ
れ
は
經
濟
學
め
す
ぐ
れ
た
入
門
書
と
し
て
ヒ
ッ
.ク
ス
の
フ 

.レ
ィ
ム
ヮ
I
ク
.
.と，サ
ム
' 
エ
、ル
ソ
ン
のH

'

コ
ノ
ミ
ク
ス
の
兩
者
に
.惠
ま
.れ
.
.

た
。
後
者
が
在
來
の
.經

濟

原

論

の

典

謂

に

則

つ

：て
最
新
最
良
の
內
容
を
盛 

つ
た
も
の
と
す
.れ
ば
、
ヒ

ッ
■ /

ス
の
そ
れ
は
日
常
の
經
濟
の
營
み
を
最
も 

新
し
い
禱
型
に
は
め
込
ん
だ
も
の
で
あ
•つ
た
.。
し
か
も
南
書
と
も
に
自
國 

の
經
濟
靡
情
を
そ
の
'敍
述
に
常
に
反
映
さ
せ
る

こ
，と
を
.怠
つ
て
い
な
い
。
.

■
本
書
は
範
を
、、
つ
ぱ
ら
ツ
シ
ア
ル
.
.フ
レ
ィ
ム
ヮ
ー
ク
の
新
版
に
則
つ
.
 

:
.ズ
、
、彳
日
本
經
濟
.の
實
狀
を
說
明
し
な
が
ら
經
濟
：の
營
み
..を
解
說
し
た
も
の 

と
し
.て
、
ま
ず
日
本
で
，は
畫
期
的
な
入
門
書
と
い
5-
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

と
り
わ
け
、.
第

|

篇
交
換
と
牟
康
、：

第
一
，

|

篇
勞
働
と
資
本
、
第
彐
篇
純
國
'

•

民
生
產
物
と
解
剖
學
的
分
析
.を
進
め
て
、
'最
後ii

简
單
な
が
ら
第
四
篇
經 

濟
變
動
と
經
濟
發
展
を
設
.け
、
.所
得
分
析
を
紹
介
し
た
こ
と
は
.、
譲
者
に 

.

と
.つ
、て

茜

だ

便

利

で

あ

ろ

ぅ

。

ノ

 

....

s 

yシ
ア
ル
■•
■
フ

-v
ィ
ム
ヮ
ー
ク
の
特
色
が
そ
の
ま
ま
本
書
の
特
色
で
も 

•

.
あ
る
が
、
特
’に
社
會
々
計
論
の
懇
切
な
解
說
に
.詳
し
い
。
.こ
の
.部
分
は
舊
.
 

'
.著
：「

國
民
所
得
と
資
源」

(

市
村
、
鎌
倉
兩
氏
著)

.
か
ら
の
受
繼
ぎ
で
あ 

.，
ろ
，
ぅ

が

、

'.
入
門
書
と
し
て
以
上
に
豐
富
な
內
容
を
占
め
て
い
る0

た
だ
し 

本
書
の
.日
本
經
濟
構
造
に
對
す
る
觀
點
を
與
え
，る
と
い
ぅ
建
前
か
ら
.な
ら
：

■

、
は
、：
國
.民
所
得
構
成
上
の
諸
耍
.素
.の
日
本
に
お
げ
る
特
色
、
た
と
え
ば
混 

.合
所
得
の
占
め
る
位
置
、
貯
蓄
串
、
各
部
門
別
國
民
所
得
の
比
重
等
.々
に 

•つ
い
て
、

各
國
と
比
較
七
.た
上
，で
.の
な
お
|
.そ
ぅ
詳
し
い
說
明
.が
欲
し
い 

と
ど
ろ
で
.あ
る
。'
總
じ
て
第
六
章
、
第
.九
章
が
書
き
足
ら
な
い
よ
ぅ
に
感 

•
じ
.る
。
 

*

日
本
經
濟
の
現
狀
把
握
と
い
ぅ
意
味
で
数
.々
の
統
計
資
料
が
揷
入
さ
れ 

て
い
る
が
、
も
し
入
門
と
か
ぅ
意
味
.か
ら
い
え
ば
、
-.
も
少
し
原
資
料
を
わ 

か
り
易
く
改
め
て
も
よ
い
の
..で.は
な
い
だ
ろ
ぅ
か
。
.た
と
え
ば
財
政
收
支
1
 

國
際
收
支
、
，
一
般
會
計
豫
箅
な
ど
の
各
項
目
な
ど
が
そ
ぅ
で
あ
る
。
.日
本 

.

.

.經
濟9

分
折
を
解
剖
學
的
立
場
か
ら
行
と
は
往
々
に
し
て
經
濟
白
書 

の
.分
析
の
域
.を
出
な
い
こ
ど
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
本
書
も
そ
の
意
味
で 

相
當
苦
勞
さ
れ
た
こ
と
と
思
ぅ
。
ど
ぅ
し
た
點
も
含
め
、
■本
書
の
中
で
は 

.
第
ニ
篇
勞
働
と
資
本
、
と
り
わ
け
人
ロ
問
題
の
章
が
す
ぐ
れ
>
3い
る
。

第
.四
篇
は
唯
.

一

の
：機
能
的
分
，析
fo
よ
る
說
明
.で
り
、
サ
ム
エ
ル
'ソ
ン
の 

.
入
門
書
.を
ほ
ぼ
.踏
襲
しK

い
る
。
完
全
操
業
國
民
所
得
と
完
全
雇
用
國
民 

所
得
と
を
日
本
の
立
場
か
ら
識
別
す
る
こ
と
を
敎
え
て
い
る
の
は
有
益
で

あ
る
0 

■

■

有
益
な
點
の
一
つ
と
し
て
、
各
玲
末
に
間
題
が
揭
げ
て
あ
る
。
.中
に
は 

敎
師
用
の
解
答
集
を
も
準
備
せ
ら
れ
た
い
問
題
も
あ
る
が
、
..
請
者
が
ま
じ 

め
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
ぇ
る
と
き
、
經
濟
學
の
直
面
.す
る
も
の
が
何
で 

あ
る
か
を
自
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
，本
丈
は
.こ
れ
ら
の
問
題
へ
.の
示 

唆
を
與
え
る
も
の
と
し
て
讀
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

.■經
濟
循
環
の
；權
造
と
は
恧
す
る
に
財
•
用
役
、
或
い
は
そ
の
反
面
と
し 

.て
の
貨
幣
の
流
れ
を
跡
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
を
經
濟
の
異
質 

的
な
主
體
間
に
關
保
づ
け
.た
も
の
、<
す
な
わ
ち
最
終
需
袈
間
の
取
引
關
係 

が
社
會
々
•針
で
あ
り
、.
流
量
を
或
.る
視
點
が
ち
再
構
成
し
て
評
價
し
た
V 

の
が
國
民
所
得
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
輿
質
的
な
主
體
間
の
行
爲
の 

交
渉
を
追
究
す
る
の
が
國
民
所
得
分
析
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
企
業• 

家
針
•
國
等
と
.い
う
異
質
の
經
濟
主
體
間
の
交
渉
で
あ
っ
て
.、
生
產
と
い 

う
經
濟
の
營
み
は
他
方
に
企
業
か
ら
企
業
の
.間
に
技
術
的
な
交
渉
面
を
も 

つ
て
い
る
。
こ
の
局
面
を
模
型
的
に
解
明
す
る
も
の
が
產
業
關
連
方
至
投 

入
丨
產
出
表
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
今
日
經
濟
構
造
の
生
產
面
に
す
.ぐ
れ 

た
分
析
製
具
を
提
供
し
て
い
る
。：
產
業
關
連
分
析
に
も
有
数
の
専
門
家
で 

あ
る
著
者
が
そ
の
.獬
說
を
'せ
ら
れ
る
.こ
と
を
望
み
た
い
。

(

創
文
社
、
■.昭
和
廿
九
年
拾
月
刊
、
ニ
.九
〇
.頁
、ノ
參
.百
八
拾
圓)

,
 

(

大

熊

一

郞)

■率
論
的
接
近」

.
に
依
っ
.て
、
經
濟
學
の
理
論
的
權
成
が
他
の
諸
自
然
科
學 

.
の
そ
れ
と
本
質
的
に
異
な
ら
な
い
こ
と
が

强
調
さ
れ
、
計
量
經
濟
學
の
方 

法
論
的
惻
面
に
そ
の
哲
學
的
莶
盤
が
與
え
ら
れ
て
以
來
、
幾
多
の
研
究
が 

相
繼
い
で
爲
さ
れ
て
來
た
。
そ
れ
等
は
何
れ
も「

經
濟
現
象
の
恒
常
的
法 

ノ
則」

.を
把
^:
る
爲
に
構
造
推
定
方
式(

沒
1:1
1<1
1:ロ
1
^
1E

s
t
i
m
a
t
i
o
n
)

を 

發
展
せ
し
め

，̂
う

と
す
る
零

の
表
わ
れ
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ 

>
に
取
り
上
げ
る
..マ
ル
ン
ヤ
ッ
ク
の

論
文「

政
策
と
豫
測
の
爲
め
の 

經
濟
测
定」

は
、'ォ
ス
ロ ー

.猫
濟
研
究
所
と
共
に
現
代
計
量
經
濟
學
の
主
流 

.
を
爲
し
て
い
る
シ
力
ゴ
大
學
コ
ゥ4

ズ
コ
ミ
シ
ブ
ョ

.ン
のM

o
n
o
g
r
a
p
h

 

•
N
OV.
1
4
.と
し
て
、
刊
行
さ
れ
た
-!
計
量
綫
濟
學
的
方
法
の
研
究」

と
題 

.す
る
論
文
集
の
中
、
第
一
章
を
占
む
る
も
の
で
あ
.つ
て
、
先
に
^
0
ロ
0的丨 

r
a
p
h

 

N
o
.
1
0
.

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
ネ

 Statistical 

I
n
f

-CD
r
e
n
c
e

 

in D

^.a
m
i
c

 E
c
o
n
o
m
i
c

 

M
o
d
e
l
s
,

に
於
け
る
執
筆
者
達
の
抽
象
的 

技
術
的
論
點
を
よ
り
具
體
的
思
想
的
に
解
明
し
た
も
の
と
見
て
差
支
え
あ 

る
ま
い
。
に
も
拘
ら
ず
尙
こ
八
で
こ
の
論
文
を
.取
上
げ
る
所
以
は
、
著
者 

が
.

「

經
濟
.學
の
計
量
的
硏
究
に
と
っ
て
何
故
ス
ト
ラ
ダ
チ
ュ
ァ

を

考
え
な 

.
け
れ
ば
な
ら
な
い
-か
？
.
そ
の
場
合
ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
ア
と

呼
ば
れ
て
い
る 

.も
の
は
何
を
意
味
し
て
ゐ
る
か
？j

■と
い
う
我
々
の
間
い
に
對
し
、
具
體 

.
的
且
っ
筒
略
な
る
例
に
依
っ
て
明
快
に
笞
え
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
前
の 

.

「

動
態
模
型
の
統
計
的
研
究」

と
共
に
强
く
コ
ゥ
ル
ズ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の 

時
色
を
發
撺
し
て
；

S

る
と
考
え
ら
れ
る
.か
ら
で
.あ
る
。.'
以
下
マ

ル

シ

ヤ
ッ 

ク
'の
意
圖
を
槪
述
し
て
み
.よ
う
。

■
全
文
に
亘
っ
て
著
者
は
、
政
策
撤
立
者(

政
府
又
ぱ
企
業
者)

が
そ
の 

將
來
の
sf
c
^
を
決
定
.し
.歲
は
そ
の
豫
測
を
爲
そ
う
と
す
み
場
合
に
於
け
る 

計
量
經
濟
學
の
有
用
性
を
強
調
し
；て
、
そ
の
關
係
か
ら
經
濟
.理
論
と
訐
量 

經

漱

學

..的

方

法

と

の

關

係

を

明

ら

か
，
な
ら
し
め
よ
う
と

意
圖
す
る
の
で
あ 

る
。：

さ
> 
政
策
樹
立
.者
が
最
善
の
：•政
策
決
定
：を
撰
擇
す
る
爲
に
は
そ
嗷
に 

.

對
す
る
.有

用

；な

知

識

が

必

要

と

.な
Vろ
う
。
有
用
'な
る
知
識
は
特
に
ス
ト
ラ

七
七 

'
 

(

七
.七
Y

ヤ
コ
ブ
.
マ
ル
ン
ヤ
ツ
ク 

.

、

，

政
策
と
豫
侧
の
.爲
の
經
濟
測
定
，

：

■.
;
.
 

V
:

r. 

E
c
o
n
o
m
i
c

 M
e
a
s
u
r
e
m
e
n
t
s

Ĵ
O
H policy .and 

predietion、
B
y

 J
a
c
o
b

 M
a
r
s
h
a
k
.

 C
h
a
p
t
e
r

 I;

ニ Studies i
n
w
c
o
n
o
m
e
t
r
i
c
i
M
e
t
h
o
d
s
^
s
s
.

;-

丨
ヴ
ェ
ル
モ

.

丨
の
先
驅
的
勞
作
で
ぁ
る
~ 1

計
量
溆
濟
.學
に
於
け
る
確

•

 I

 

評
及
び
顧
介
-

■
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：
•■
».:


